
◆飛鳥寺の調査一第8 3 - 1 . 2次

飛鳥寺東南方の調査（第Ｂ３－１次）

調査は住宅改築に伴う事前調査として実施した。調査

地は、飛鳥寺南門の東南方約8 0 ｍに位置する。５× ３ｍ

の東区と1 . 5 × ２ｍの西区を設定した。

束区の層序は上から、耕土、床土、黄褐色粘土、暗灰

色砂質士（1 0 世紀前後の土師器などを含む）をへて、約

1 2 0 c mで暗褐土ないし略黄禍士の遺構而にいたる。また、

発掘区の西３分の１を更に棚り下げ、地表下約1 5 0 c mで

陪褐粘土の下屑の遺構面を確認し、この面で小ピットな

どを検出した。小ピットから出土した須恵器は５世紀後

～６世紀初の年代である。二つの遺榊而はともに東から

西に緩く傾斜している◎

検出した遺構は、上脳の迩構として石敷S X O4 1 , 石列

S X O4 2 、南北溝２条、東西溝1 条がある。

石敷S X O4 1 は上面が比較的平らな人頭大のｲ ｧ を敷いた

もので原位置を止めていると判断した。この東と南にのこ

る石の抜取穴も一連のものであろう。石列S X O4 2 は発掘区

を横切るように東西に並ぶが、イi 組瀧や縁石のように面を

！
Ｙ- 1 6 , 1 9 0

Ｘ－１６９．２３０ ＬＬ！

揃えた様子は伺えず、あるいは本来の位悩から移動してい

るかも知れない。ただし、丙で北に振れるありかたは、後

述する周辺の遺構と類似する方位であり、やや気になる

ところである。南北溝S D O4 3 は石敷より上で、南北溝

S DO4 4 は下で検出した｡ 共に残りが浅く顕著な遺物はない。

西区も基本的な屑序は同じで、地表下約1 4 0 c mで暗灰砂

質土の世椛而にいたり、Ｉ+ I 央が高く東西に緩やかに傾斜

する落込を確認したのみである。更に地表下約２ｍで暗

背灰色の地山となる。

これまでの調査によって、飛鳥寺南門より南には参道

がのび、その南には南北幅約2 0 . 5 ｍの石敷が東西方向に

拡がることが判明している。この石敷は参道の延長部分

が未舗装で途切れ、これを境にして東と西に拡がってい

るが、方位は西で北に約７度振れている。東西ともにど

こまで及ぶかは未確認で、今同の調査区の西約3 0 ｍで行

った飛鳥寺l 9 8 3 - B調査までは石敷の存在を確認している。

仮にこの振れのまま東に延長すれば、今回の東西両区は

ともに澗敷の中に含まれてしまう位憧にある。したがっ

て東区で検出した石敷S X O 4 1 はその一部に当たり、ここ
Ｙ－１６．１８０
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図２９第B ３－１次調音強構図１：７０
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以外は削・､ F されてしまったと見るべきかもしれない。い

ずれにせよ、調査而積の制約があり、卜分な結論が得ら
れなかったが、なお周辺の成果を待ちたい。

（寺崎保広）

飛鳥寺北方の調査（第Ｂａ－２次）

調査は住宅改築に伴う州i 調査として実施した。洲在

地は、飛鳥寺講堂基壇北辺から北へ5 2 ｍに位侭する。東
西５× 南北2 . 5 ｍの調在区を設定した。

唯本的な肘序は上から、表土、灰色砂使ｔ、Ｗｆ褐上

( 山土混じり) 、褐色土をへて淡茶褐色砂質この地1 1 1 にい

たる。褐色上までの杵屑上面で遺椛を検出した。

主な造椛は、柱穴２基、上坑１蝶、近代の州: 戸１ムL で

ある。検出した２つの柱穴は、共に' ' 1 上を多く含む黄灰

色土を埋上とすることから、一連の建物ないし塀になる

ものと考えられるが、調企区の制約から、その施設は､ トリ

然としない。西の柱穴は東l x i にやや良い0 . 7 × 0 . 5 ｍの方

形の堀形で、深さは検出ｍから0 . 9 ｍあり、残存状況は良

好であった。円形の柱抜取穴を伴う。束の柱穴堀形規模

は､ ' 1 然としないが、柱痕跡をとどめる。両: 荷の距離は柱

位侭間で2 . 5 ｍ（8 . 5 尺）ほどである。柱穴堀形からは7

1 1 t 紀代の土器小片が川土した。
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図３０第B 3 - 2 次調査遺構図１：８０

束の柱穴より新しい- 1量坑S K9 7 5は北j i j の一部を検出し

たのみである。深さは0 . 2 5 ｍで、断面はl l l 状を呈する。

埋土は黄灰色粘質1 二で、進物は出・ｔしなかった。

本調在Ⅸ内のI ' f 代の遺碓は、弥ﾉ 1 2 ．古墳時代の．t 器を

少雌含む褐色土を掘り込む形で検出され、地1 1 1 と1 1 1 土を

含む埋士の色差が際立つ。地1 1 1 を覆う賠褐･ Ｉ己に山土が混

じることから、かつて褐色土上に遺構理- ｔと類似する整

地が施されていたI I J 能性が商い。したがって、遺櫛はそ

の整地1 土而から掘り込まれ、埋められた後に削平を受

けたために、上述のような士屑観察結果となったものと

推定できる。

本調在は訓揃､ 職が極めて狭いうえに、遺物も少ない

ことから、遺椛の性格・年代を確定することができず、

今後の周辺における訓炎成果を併せて検討しなければな

らない。 （羽鳥幸一）

概要

飛鳥藤原第８３－３次 大概殿 取水j I X股般I : ' １F に| ' ドう１ｋ公。収埋股捌形は、、ド1ｍ・深さともに水路堆俄- k の範I Ⅱ1内に納まり、

第８３－４次 内典・I I I i I m大j i i

第８３－５次 南１，大j I i

第８３－６次 朱推人路

第８３－８次 右京Ｋ条畠坊

第83 - 10次 内災南辺

節83 - 11次 束〃1 . 『術I 付地区

第8 3 - 1 3次 i l i nm火jｉｉ

第8 3 - 1 5次 ''1111,11

辿棚i I i に逆しなかった。

測' 1 1 : 規耶点j I M股に伴う虻公。内奥地Ⅸに２箇所、I I I mi 大垣地区（細乎池北堤）に１筒所設f ｔ
したが、いずれの地点も辿榊1 ｍに逃しなかった。

' １１ｋ水道総: の収砕え｣ 童' 1 1に伴う立会。Ｉ伽､ 人j 1 i ・' ﾉ 1壕・外壕ともに碓磁できなかった。

鯛ｲ f ⅨI l I i 端でI Wf 灰色粘l : k I i i i から捌Ｉ) 込んだI 脈3 . 1ｍ、深さ40c mの淋状避構を確認。朱稚大路
l ）Ⅷﾘ 洲の想定位脱に近いが、辿物もなく、確認範ＩＮＩも狭いため断‘ すできない。洲芯の位佃は、
×＝- 167, 157. 0, Ｙ＝- 17, ‘ 132. ‘ １，１１＝75. 1ｍ。

地炎ド6 0 c mのN
I I ＝74. 00ｍｏｌ

W褐灰粘髄上I i I i で斜行するｲ i 敷| l を検川したが、時期･ 性絡不明。確認レベルは、
, 洲州> < 全域測地雌秋で加水が激しく、地I I I I i I i を伽認できずに調在を終えた。

砿柱復l I I I ﾕ ﾘ ｉにI ' ドう立食。醍醐池４〔の路j I j をドリルで２ｍ掘削したが、辿物は認められなかった。

上水道併収枠えl : 1 1 1に伴う厳会。昌橘灘代_ 昌氏も付近（×＝- 1 6 6 , 6 5 0～16 6 . 7 0 0 ) の11 1梢: 捌形断
1 ｍに６ﾉ １噂の棚' X ｲ 1 ：処物の捌形を確認。

細下池叫〔側堤防擁畦工' 1 1 にI ' ドうな会。世柵1 mの深さ、過ｲ f 状況の確認をI | 的に北から| 櫛に向け
三簡所小規棋なトレンチを股定。I I I i l mI 制' １１に近いI + j のトレンチで人j I i の柱抜取穴と１１されるｲ ｉ
の入った穴２膳検出。

網l Hi に伴う班会。, Wf ′ 堆束に残るl I 1 I I l 道の磯土からﾉく1 , 1 : の凡緬を採集。

表６その他の発掘調査・立会調査概要
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